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　本資料は２月７日に開催されたミツバチシ
ンポジウム2025 第１部 農福連携養蜂講習会
の報告書になります。
　この講習会は、農福連携の養蜂の全体が理
解できるように組み立てました。
　養蜂は初期投資も少なく、畑や田んぼと比
べると必要な土地面積、スペースも少なくて
すみます。また、蜂蜜がしっかり収穫できる
ようになれば、蜂蜜は高価で販売できますの
で、工賃向上にもつながります。
　いいことづくめですが、ネックは養蜂技術
の習得です。
　そして、養蜂技術の習得と同時に、担当職
員の方、また担当される利用者さんのモチ
ベーションの維持がとても重要になってき
ます。
　その点、今回の講習会では、事業者さんの
取り組み次第では、利用者さんがやる気と生
きがいの創造や社会との接点づくり、そうし
た福祉事業として求められていることが養蜂

で実現できる、成功事例をもとにお話しした
いと思います。
　また、養蜂が及ぼすメンタルヘルス、社会
参画については、専門家の先生からお話をい
ただきます。
　そして、養蜂技術については、本日は限ら
れたお時間ですので、福祉事業所で養蜂をす
る場合、このようにやったらいいですよ、と
いう、実例を含めて養蜂家の方からお話をい
ただきます。
　農福連携の養蜂に関わらず、養蜂を始める
ときには安全に配慮して、参加する利用者さ
んが楽しく取り組めるような、そうした「や
さしい養蜂」を目指して、私たちはこの研究
事業を進めてきました。
　ぜひ、この「やさしい養蜂」を皆さんに導
入していただきたく、今日の講習会にご参加
いただきたいと思います。
　どうぞよろしくお願いします。

は じ め に

一般社団法人みつばち協会
代表理事

髙安和夫 Takayasu Kazuo

開 催 報 告

農福連携養蜂講習会
ミツバチシンポジウム 2025 第1部

［開催日時］

2025年2月7日（金）
9:45 ～ 12:30

［開催場所］

中央区立環境情報センター及びリモート
東京都中央区京橋3-1-1 東京スクエアガーデン6階

［参加者］

158人（会場参加26人、リモート参加132人）
［開催プログラム］

開会挨拶
一般社団法人みつばち協会　代表理事　高安和夫

来賓挨拶
一般社団法人日本農福連携協会　総務部長　渡部　淳氏

［講演］　

❶農福連携をめぐる情勢
農林水産省農福連携推進室　課長補佐　佐久間千恵氏

❷農福連携養蜂がメンタルヘルスや社会参画支援に与える影響
志學館大学　人間関係学部　講師　森　実紀氏

❸里山活動に養蜂が加わることでの相乗効果
株式会社ビーハイブジャパン　獣医師　渡辺　宏氏

❹やさしい養蜂のはじめ方について
有限会社春日養蜂場　代表取締役　春日住夫氏

［活動報告］

 ① NPOスマイルベリー （静岡県浜松市） 　職業指導員　豊田一朗氏
 ②ガンバワーク （神奈川県大和市） 　代表　黒木啓之氏

③富谷中学校西成田教室とNPOSCR（宮城県富谷市） NPO理事長 村上幸枝氏
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　本日は素晴らしいシンポジウムにお招きし
ていただきまして、本当にありがとうござい
ます。日頃からのみつばち協会の皆様、参加
していらっしゃる皆様方の連携推進に対する
ご尽力について、深く敬意を表したいと思い
ます。
　本日のミツバチシンポジウムは、ミツバチと
農業、そして福祉との連携という大変重要な
テーマに焦点を当てていただいております。近
年の農業分野における農福連携、特にこの10年
ぐらいの期間は、国の大切な施策として推進さ
れることにより、大きな広がりを見せていると
ころです。それと歩みを共にして、福祉と養蜂
の関わりというのも、みつばち協会の皆様のご
尽力によって大きく広がりを見せており感謝
しているところでございます。
　特に、障害のある方々が農業に関わってい
く中で、養蜂は大変、大切な養素を多く含ん
でいると考えています。障害のある方々、様々
な特性によって生きづらさを持っています。
例えば、自閉傾向の方の心理的な不安定さを、
動物あるいはミツバチが関わることによって
心の安定を維持することができます。農福連
携の中で、最も大切な要素なのではないかと
考えているところです。
　また、農福連携は障害のある方の社会復帰
と、社会へのつながりというところからス
タートしたところですが、そのほか、様々な
生きづらさを抱えた方々を社会につなぐとい

　農福連携をめぐる情勢として、今年度は、
「農福連携等推進ビジョン（2024年改訂版）」
の決定や、「食料・農業・農村基本法」に農福
連携に関する条文が新設されるなどの大きな
動きがありましたので、その内容を中心に説
明します。

障害者・農業経営体ともにプラスの効果
　　　　　　　　　　　　　　　（資料01）

　農福連携は、障害者の農業分野での活躍を
通じて、自信と生きがいを創出し社会参画を
促す取り組みです。農業、農村が抱える農業

うことも今、実践されているところです。1
点、私の方からご紹介したいと思っていまし
たのが、農業を通じて刑務所を出られた方々
と社会とのつながりをつくっていこうという
活動です。栃木県にある刑務所、喜連川社会
復帰就労センターで、養蜂が刑務作業の一部
として実践されています。まずは、養蜂見学
し、ハチミツの生産作業に関わりながら、そ
の後、農家の作業に受刑者の方々も関わって
いく。そういった人たちが再び社会の中で活
躍する手段の一つとして、養蜂が大変重視さ
れていると伺っております。
　このように様々な生きづらさのある方々が
社会へつながる、そしてミツバチが社会、そ
して自然の調和を保っていくという様々な効
果があります。今後も皆様の知見を集められ、
そして交流が生まれることによって、更なる
化学反応が生まれて、より強く実践されてい
くのではないかと思っております。私ども、
農福連携を推進する者としても、これからミ
ツバチ、養蜂に携わられている方々と協力を
しながら、農福連携による地域創生へと繋
がっていくよう活動を進めたいと思っており
ます。
　最後に結びとして、一般社団法人みつばち
協会の皆様、関係者の皆様、皆様の活動の更
なる発展を祈念して、私からのご挨拶とさせ
ていただきます。
　ありがとうございました。

ご 挨 拶

一般社団法人日本農福連携協会
総務部長

渡部　淳 Watanabe Jun

農林水産省農福連携推進室
課長補佐

佐久間千恵 Sakuma Chie

労働力の確保、荒廃農地解消などの課題と福
祉（障害者）が抱える障害者等の就労先の確
保、工賃の引き上げ等の課題に対して、農福
連携に取り組むことで、農業にとっては障害
者が貴重な働き手となり、障害者にとっても
工賃の向上などによる生活の質の向上の実現
に寄与する取り組みと考えています。
　令和5年3月に行われたアンケート調査では、
福祉サービス事業所からは農福連携に取り組
むことで障害者の体力がついて長時間働ける
ようになった、表情が明るくなった、といっ
た回答がありました。農業経営体からは、障

農福連携をめぐる情勢

資料01
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害者等が貴重な戦力となった、労働力が確保
されたことで営業等の時間が増加した、と
いった回答をいただいています。両者ともに
プラスの効果を実感している結果となりまし
た。

「農福連携等推進ビジョン（2024改訂版）」
の決定

　農福連携の歩みについて簡単にご紹介いた
します（資料02）。農業経営体や福祉事業者に
よる農業分野での障害者就労は、先進的なと
ころでは昭和の時代から進められてきました
が、国の計画に「農福連携」という言葉が初
めて使われたのは、平成28年に閣議決定した

「ニッポン一億総活躍プラン」です。その後、
農福連携を強力に推進していくため、令和元
年に「農福連携等推進ビジョン」が農福連携
等推進会議で決定しました。その後、地域ご
との課題への対応や認知度のさらなる向上に
向けて、令和6年の6月5日に「農福連携等推進
ビジョン（2024改訂版）」が、内閣官房長官を
議長、副議長として厚生労働大臣、農林水産

大臣、法務省、文科省を構成員に含む関係4省
連携のもとで決定されました。
　改訂版ビジョンの決定を受け、林内閣官房
長官からは「農福連携は、全ての人々が地域
で暮らし、多様な形で社会に参画し、その生
きる力や可能性を最大限に発揮できる地域共
生社会の実現に資する取り組みである」こと
や、「地域で広げる、未来に広げる、絆を広げ
る、を新たなスローガンとして、政府一体と
なって、官民を挙げて取り組んでいく」との
ご発言をいただきました。

「農福連携等推進ビジョン（2024改訂版）」
の概要（資料03）

　3つのスローガンのうちの1つ目である　
「地域で広げる」では、地域協議会や伴走型
コーディネーターの活動を通じて、地域単位
の推進体制づくりを後押ししていきたいと考
えています。市町村を含み、農業、福祉など
の関係団体が一体となって、協議会のような
地域単位の体制をつくり、農業と福祉のネッ
トワークづくり、地域内の農福連携のルール

づくり、それからマッチングなどといったよ
うなことを行うことで、地域内の課題に応じ
て農福連携の取り組みを推進していく大きな
後押しになると考えています。
　2つ目の　「未来に広げる」では、11月29日
を「ノウフクの日」に新たに制定し、農福連
携等のさらなる展開、普及に取り組んでいき
たいと思っています。初めて迎えた令和6年の
ノウフクの日には、首相官邸に農福を実践さ
れている団体の代表者や、障害者に集まって
いただいて、官房長官、それから関係4大臣と
の交流会を開催し、その様子は新聞等でも取
り上げられました。
　3つ目の　「絆を広げる」については、障害
者のみならず高齢者、生活困窮者、ひきこも
りの状態にある方、犯罪をした者等、地域で
働きづらさや生きづらさを感じている社会的
に支援が必要な方たちの農福連携等への参画
推進や、農業体験活動を通じて多様な社会的
課題の解決につながる場としての、ユニバー
サル農園の拡大に向けて取り組んでいきたい
と考えています。

　また、今後の具体的な目標として、2030年
度までに農福連携等の取組主体数を1万2000
件以上、地域協議会に参加する市町村数を200
以上とする目標を掲げています。
　また、今年度の6月5日に改正「食料・農業・
農村法基本法」が公布、施行され、第46条に
障害者等が農業活動を行うための環境整備を
進め、地域農業の振興を図る旨が新たに盛り
込まれました。
　農福連携に取り組んでいる主体数は、令和
5年度末時点の調査によると、7,179件です。令
和元年度からこの4年間で3,062件増加してい
ます。改訂前のビジョンでは、令和6年度末ま
でに新たに3,000件創出するという目標を設
定していましたので、目標を1年前倒しで達成
しました。

農水省のソフト・ハード支援

　農水省では農山漁村振興交付金で農福連携
に関する支援をしています（資料04）。令和7
年度予算の概算決定額としては約74億円の内
数になります。

資料03資料02
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　事業メニューには、「地域資源活用価値創出
推進事業」（ソフト事業）と「地域資源活用価
値創出整備事業」（ハード事業）の2つがあり
ます。
　ソフト事業では、技術の習得、分業体制構
築のための研修の費用、図や写真を使った作
業手順のマニュアル作成費などに支援が可能
です。
　ハード事業では、農業生産施設など、農福
連携を実施する際に必要な整備費用への支援、
休憩所やトイレの整備費などへの支援が可能
です。国から直接、農業法人、社会福祉法人
等に交付金を支援する流れになっています。
要件等もありますので、詳細についてお知り
になりたい場合はお近くの農政局に問い合わ
せていただきたいと思います。
　この場でぜひお伝えしておきたいのが、農
福連携を地域で広げるための取り組みに対す
る支援で、令和7年度から支援対象となります。
　先ほど、「地域で広げる」で触れた地域協議
会を設立し体制を整備するにあたって必要な
経費を支援できるものになります。例えば、地

域協議会の先進地を視察する場合の旅費交通
費、あるいは関係者が集まって意見交換をす
るための会場費等に支援が可能です。事業実
施期間は3年間で、そのうち交付金で支援でき
る期間は最大2年間で上限額は300万円/年で
す。（1）事業実施3年目までに地域協議会に参
画し、新たに農福連携に取り組む主体を3主体
以上増加させること（2）事業実施3年目まで
に活動計画を策定すること、といった要件が
ありますが、ぜひ活用に向けてご検討くださ
い。

農福連携の推進に向けた取り組み

　農福連携を推進するために、令和2年度から
「農福連携技術支援者育成研修」を全国共通の
枠組みとして実施しています。「農福連携技術
支援者」とは、農業者、障害福祉サービス事
業所の支援員、障害者本人の3者に対して、農
福連携の現場で実践する手法をアドバイスす
る人材です。研修は農業、福祉それぞれにつ
いて講義を3日間程度、演習・実地研修を4日
間程度受講していただき、必要な知識と技術

を身につけたと認められた方は、農福連携技
術支援者として現場で活動してもらうことが
可能になります。国家資格ではありませんの
でご注意ください。研修テキストは農水省の
HPで公開しておりますので、ご興味ある方は
ぜひご覧ください。
　次に、「農福連携等応援コンソーシアム」に
ついてご紹介します（資料05）。農福連携を全
国的に展開させ、各地域で定着させるために
は、国だけでなく地方公共団体、関係団体は
もとより、経済界、消費者、さらには学識経
験者などの様々な関係者を巻き込んだ国民的
運動として推進していくことが重要と考えて
います。そのため、令和2年3月に各界の関係
者が参画して農福連携等を応援するコンソー
シアムを設立しました。会員は随時募集して
おり、令和6年12月末現在で592の団体・企業
が参画しています。入会について、ぜひご検
討いただきたいと思います。
　コンソーシアムの活動の１つである「ノウ
フク・アワード」では、全国で農福連携に取
り組む団体・企業や個人を募集し、優れた取

り組みを表彰しています。2020年から開催し、
5年間で延べ109件が受賞しています。これま
で受賞された取り組みについては、農福連携
の特設サイトでご覧いただけます。
　続いて、ノウフクJASは、障害者が生産行
程に携わった生鮮食品、これを原材料とした
加工食品、障害者が生産行程に携わった観賞
用の植物を規格化したものです。ノウフク
JASは、品質を規定するのではなく、障害者
が生産行程に携わったということについて、
第三者の認証を受けた場合にノウフクJAS
マークを表示することができます。
　ノウフクJASのシールを付けた商品が出回
ることで、消費者の目に留まりやすくなり、農
福連携の食品の信頼性が高まって、人や社会
環境に配慮した消費行動を望むような購買層
に訴求することが可能になるほか、農福連携
の普及にも寄与することが期待されています。
　私からは農福連携をめぐる情勢について、
ご説明させていただきました。引き続き、農
福連携の推進に向けて、ご協力のほど、どう
ぞよろしくお願いいたします。

資料05資料04
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ミツバチの素晴らしさを日々実感

　農福連携がメンタルヘルスやユニバーサル
な社会参画支援に与える影響ということでご
報告できたらいいかなと思っております。私
は鹿児島市にあります志學館大学というとこ
ろから参りました。国家資格の精神保健福祉
士の養成とか相談業務を行いながら、心の健
康ですとか、社会的包摂をテーマに研究して
います。養蜂にはボランティアの方で「みつ
ばちの学校」に関わらせていただいておりま
す（資料01）。そこでのみつばち協会の高安さ
んたちとの出会いによって、養蜂とメンタル
ヘルスの影響について視察し、勉強させてい
ただいているところです。
　ミツバチに関わることによって、自然とい
うものに関わっていくことが本当に人間とし

志學館大学
人間関係学部　講師

森　実紀 Mori Miki

て大切だと改めて感じさせていただいていま
す。土づくりもとても大事ということで、ミ
ツバチが喜ぶ畑や土をつくって、良い環境を
整えることが、お野菜とか、私たちが生きて
いく上で必要なものというものを作ってい
く、全部がつながっているということを再認
識にさせられる日々です。
　そういった中で、農福連携というところに
養蜂が加わることによって、どれだけ私たち
がハッピーになれるか。もっと広められたら
いいなと思いながら、いろいろ調べたり、勉
強させていただいています。法務省、文科省、
厚生労働省、農林水産省の方々が連携して、
農福連携というものをどんどん広めようとい
う動きがあるということは大変嬉しく思って
います。その中で、農福連携に養蜂が加わる
ことで、いろんな可能性があるということを

農福連携養蜂がメンタルヘルスや
社会参画支援に与える影響

お伝えしたいと思っています。
　ミツバチは花粉の媒介者として、世界の主要
農作物の4分の3以上は収量や品質の面で、多少
なりとも動物による媒介に依存しています。そ
して、コーヒーが大好きな方もいらっしゃると
思いますが、コーヒーとかココアとかもミツバ
チたちによって作られている、関わっているん
だっていうことです。そして、人間にとって健
康的な食事や栄養に関わっているんだという
ことですね。食料供給にとどまらず、人間に
様々な恩恵を与えているということがミツバ
チの素晴らしいさということを改めて学んで
いるようなところです。
　精神保健福祉士は心の病気に関わることが
多いんですけれども、薬とかいろんな治療と
か出てきますけれども、自然との繋がりって
いうものがだいぶ希薄になってきているなと
いうことも感じます。土に触ったことがない
子どもたちも増えてきていることもありま
す。そういった中で、動物であったり、自然
に関わる農業に関わることで、人間性を回復
することにも繋がってくるんだろうというふ
うにも思います。私自身も学生にもどんどん
こういうことを伝えていかないといけないん
だと思うところです。自然の大切さをどんど
ん伝えていきたいと思っています。
　この養蜂活動を調べていく中で、皆さまに
は釈迦に説法のようなことになってしまうん
ですけれども、養蜂活動の特性としては、（1）

巣箱の管理、ミツバチの巣箱の清掃や修繕（2）
ミツバチの蜂蜜を採る（3）これらの作業は利
用者さん、施設にいらっしゃる方とか、精神
疾患を持った方にとって、情緒の安定や集中
力の向上に役立つところがかなりあるんじゃ
ないかと思っています（資料02）。

自然とのふれあい「あすなろ学園」

　実際、みつばち協会の高安さんと昨年の夏
に一緒に北九州市の「あすなろ学園　障害者
支援施設　母原」さんの視察に行かせていた
だきました。自然を活用した障害者支援の一
環として、養蜂活動が5年以上前から行われて
いるところです。施設の入所者さんは生活支
援を目的とした、特に屋外での活動に力を入
れられています。巣箱が2種類ぐらい設置され
て、今は蜂が集まっていないようなこともあ
るんですが、昨年の夏の状況なんですけれど
も、透明にして中の状態が見えるようになっ
ていて、利用者さんたちが「ハチさん頑張っ
てるね」というような感じで様子が見えるよ
うになっていて、とても楽しみな活動になっ
ているとお聞きしました。皆さん本当にわく
わくしたような感じで記録をとったり、特性
を生かしながら活動されている様子がよくわ
かりました。施設長の吉田さんは本当にパワ
フルで、「福祉はまちづくりなんだ」「障害を
持っている方が社会を変えるパワーがあるん
だ」とおっしゃっていて、熱い方だなと。こ

資料01 資料02
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ういった方たちが、各地方で頑張ってくだ
さっていることで、日本が元気になっていっ
てほしいなとも思います。
　養蜂活動の後に、利用者さんから「外の空
気がとても気持ちよかったです」とか「みん
なで蜂を飼っているのが楽しい」とか、蜂蜜
を食べるようなこともされていて、とてもい
い流れになっているような状況でした。本当
に笑顔が増えたり、口数も増えたという感じ
で、この活動を心待ちにしている様子がとて
もよく伝わってきました。
　写真に写っているのですが、Aさん（資料
03）は養蜂に関わることで、アマゾンで『ミ
ツバチの飼い方』を自分で注文したようです。
Bさんは、日々の活動をカメラで一枚一枚
撮って、簡単な言葉なんですけれども、「こう
いうことをしました」とか「みんなで楽しく
蜂蜜を採りました」というようなことを書い
たりしているような状況で、本当に利用者さ
んにどんどん変化が現れているということを
話してくださいました。
　別の利用者さんなんですけれども、「前は暗
い色の絵を描いていたけど、ミツバチと関わ
ることによって色がどんどん鮮やかになって
いって、とてもきれいになっていってるんで
す」ということをおっしゃっていました。そ
れだけですね、自然と関わることによってみ
んなメンタル的にも、こういった色使いにも
表れてくるんだと思います。また、関わって

いる施設のスタッフの方も、利用者さんと関
わることによって、自分自身も楽しくなって
きていますというようなこともおっしゃって
いました。それだけ、この自然とふれあう活
動が、心と体の健康や社会性の向上に大きく
貢献してるんだということを示している施設
だと思います。

心身の安定と社会的自立支援「ゆくさ」

　続いては、鹿児島市の就労支援B型施設「ゆ
くさ」さんです（資料04）。ミツバチの学校で
も関わらせていただいているところですけれ
ども、お花の植栽作業とか土を作ったりとか、
一緒にお手伝いしていただいたりしている時
もありました。お花を作ることによって、ミ
ツバチたちがたくさん来るような環境を作ろ
うと関わってもらっているというような感じ
です。夏に行われたプログラムで、利用者さ
んが花を植えて、ミツバチの生活環境を整え
たり、巣箱の管理を行ったり、それぞれの役
割に積極的に取り組んでいる。そして、その
巣箱の管理を体験する中で、自然とのつなが
りも感じて、活動を楽しんでいる様子が見受
けられました。言葉は少なめなんですけれど
も、ここでも「ミツバチさんが元気に働いて
ました」とか「ミツバチをとるのがとても楽
しいです」というような感想をたくさんいた
だきました。言葉が本当に伝わってきました。
　そういう養蜂活動が利用者にとって、自己

肯定感を高めるきっかけや作業を通して達成
感を得られるということも伺えると思いま
す。ゆくささんの取り組みも、障害者の心身
の安定とか社会的な自立を支援するための有
効なプログラムになるのではないかと思って
います。

セラピー的効果も持つ活動

　そして、養蜂のリラクゼーション効果とい
うところで、「あすなろ学園」では、「空気が
気持ち良かったです」とか「楽しかった」と
いうポジティブな感想が聞かれたり、「ゆく
さ」さんでも養蜂活動や花を育てることに
よって、「自分がミツバチさんや地球のために
役立っているんだっていうことがとても嬉し
い」っていうような言葉がありました。やは
り、自分が何かの役に立つことというのは、
生きていく中でとても大事なことだと思うの
で、その意味で、障害者施設やいろんな幅広
いところでの取り組みはとても必要になって
くるんだろうと思います。
　巣箱の管理とか、蜂蜜を採るという規則的
な作業を通して、日常生活のリズムが整うこ
ともあります。情緒の安定とか集中力が上が
るという効果も出てくると思います。養蜂活
動は、副交感神経を優位にしてストレスを軽
減させる効果があるのではないかと思いま
す。ミツバチの働きを観察したり、巣箱を管
理するという過程の中で、自然との一体感を

感じ、心を落ち着ける時間を過ごすことがで
きるのではないかと思います。ですので、養
蜂活動が単なる就労の場だけではなく、自然
との関わりを通してリラックスし、健康を保
つためのセラピー的な効果も持つ活動にもな
るのではないかと視察を通して感じるところ
でもありました。

副交感神経活性化でリラックス効果

　自律神経を整える養蜂活動の可能性につい
てですが、自律神経は、私たちの体を無意識
にコントロールしている神経系で、交感神経
と副交感神経の2つがあります。交感神経は体
を活発にする一方で、副交感神経はリラック
ス状態をつくり出すと言われます。この2つが
バランスをとることで、私たちの心神の健康
をつくり出しています。そういった中で、こ
の養蜂活動というのは、副交感神経を優位に
する要素が多く含まれているのではないかと
思います。自然環境とか緑豊かな場所での活
動というのは、副交感神経を活性化してリ
ラックス効果を高めて、心理セラピーと同様
の活動の効果があるのではないかとも思いま
す。規則的な作業だったり、そういった巣箱
の管理といったものが自分の特性に合った繰
り返しの作業が心を落ち着かせるというよう
なところにもつながっているんじゃないかな
と思います。
　自律神経とストレスの関係にはどういうも

資料03 資料04
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のがあるのかということで、みつばち協会さ
んが自律神経測定器を使って、「あすなろ学
園」と「ゆくさ」さんの利用者さんの調査を
行っています。それも一緒に見させていただ
いたんですけれども、養蜂に関わる前と後で
どのように変わるかということを調査されて
おりました。そういった中で、自律神経に与
える可能性っていうものを何度か検査してお
ります。
　養蜂と動物介在活動の共通点というところ
で、日本獣医師会の報告書において、動物介
助活動、動物との触れ合いによってストレス
や血圧が低下してリラックス効果が得られる
ということ、そして動物介助療法では、苦痛
を減らしたり、気分を改善したり、幸福感を
引き出す作用があるということで、発達障害
の一つ、アスペルガーの方への効果も報告さ
れたということです（資料05）。養蜂活動も、
ミツバチとの触れ合いを通して心に癒しを与
えるということもあるということなので、ミ
ツバチが蜜を集める様子を観察することで、
自然の一部なんだということを感じたりする
んじゃないかなと思います。そして、精神的
な安定が促され、日常生活における不安の軽
減も期待されていくのではないかというふう
にも思います。

養蜂活動と森林セラピー

　そして森林セラピーと養蜂についてもお伝

えしますが、養蜂活動と森林セラピーにも共
通点があり、どちらも自然環境を活用して心
身のリラクゼーションを促進する活動です。
ただ、養蜂活動はミツバチの世話やミツバチ
の採取といった具体的な作業を通して達成感
を得られる点が独自性でもあるのかと思いま
す。そういった意味で、精神的な癒しに加え
て、社会での役割を感じるということがとて
も大きな役割になってくるのではないかとい
うふうに思います。

障害者支援と地域社会の活性化

　蜂蜜とか蜜蝋ですとか、プロポリスといっ
た養蜂関連の製品、市場で高い需要があった
りします。蜂蜜大好きな方も多いですので、そ
ういった地域ブランドとして販売される蜂蜜
は高い付加価値もついてくるので、障害を
持った方をはじめ多くの方が関わることで、
その地域の特産品としての魅力を高めていっ
たり、製品を通していろんな収益、経済的な
自立ができるような地域活性化につながる点
でもとても重要だと思います。
　農福連携、養蜂の可能性としてというとこ
ろで、養蜂を活用した支援プログラムという
のは、それぞれの障害を持った方々にそれぞ
れの特性に応じた柔軟な作業内容を提供する
というのがポイントになります。また、製品
の製造から販売まで一貫したプロセスを経験
することで、障害を持っていても経済活動の

中心的な役割を担える可能性もあるというこ
とです。農福連携の可能性としては、この養
蜂活動を核とした農福連携は、障害者支援と
地域社会の活性化を同時に実現する可能性も
とても秘めているんじゃないかと思います。
障害を持った方が主体的に活動に参加した
り、社会とのつながりを感じられる場を提供
できる点が注目されているんじゃないかと思
います。
　そして、これらの取り組みをどんどん広げ
ていくことで、ユニバーサルな取り組みとい
うか、ユニバーサル農業という言葉も挙げら
れておりましたが、誰もが包み込まれるよう
な社会の実現に向けたモデルをどんどんこれ
からも構築していくっていうことが望まれる
というふうに思います。農福連携における各
省庁の政策が相互補完的に機能して、障害者、
社会的弱者の社会参加および自立支援に寄与
する可能性があると「農福連携等推進ビジョ
ン」にもありました。そういった包括的な取

り組みが重要になってくるということです。
そして、社会的および経済的自立の促進や、
メンタルヘルス支援としての効果、そしてユ
ニバーサルな支援策としての展望というのも
これからどんどん広がっていくのではないか
と思っています。

農福連携+養蜂=さまざまな可能性

　最後に、養蜂活動は自然を守りながら、心
の健康を整える大きな可能性があるのではな
いか。そして、ミツバチという小さな存在が、
自然環境の維持に不可欠だけではなくて、私
たち自身の心とか社会をつなぐ力になるので
はないかということを視察をして気付かされ
たところです（資料06、07）。自然の中での活
動やミツバチとの触れ合いがもたらすリラク
ゼーション効果は副交感神経を活性化してス
トレスを軽減する効果もあるんだっていうよ
うなことですね。また、地域とのつながりや
自分の役割を実感する喜びというのは、誰も

がより豊かな生活を送るための大切
な要素になってくるのではないかと
思います。ですので、自然を守るこ
とが、私たち自身も守ることにつな
がってくるということで、心を整え
てより良い未来を築くためにも、農
福連携、そして養蜂が加わることで
様々な可能性があるのではないか
と、視察を通して痛感しました。

資料05 資料07
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　株式会社ビーハイブジャパンの渡辺と言い
ます。今の職に就く前に地方公務員の獣医職と
して公衆衛生分野で働いており、人と動物の関
係とかをやっていた経緯があったものですか
ら、こういった活動に呼んでいただいて、視察
させていただきました。その結果をお話をさせ
ていただくというのが今日の発表です。
　今日は「里山活動に養蜂が加わることでの
相乗効果とミツバチへの配慮」という題でお
話をさせていただきます。

NPO法人SCRの取り組み

　NPO法人SCRさんという団体が養蜂を手
がけてミツバチのための里山をつくって、近
くにあった西成田教室という不登校の子たち
の学校で、いろいろな活動をしたというもの
です。（資料01）

株式会社ビーハイブジャパン
獣医師

渡辺　宏 Watanabe Kou

　NPO法人SCRさんは、宮城県富谷市で活動
されていまして、山沿いの休耕田を活用して
蜜源植物を植えて、里山活動を行っています。
私が行った時にはトウヨウミツバチを飼って
いました。セイヨウミツバチも飼育されてい
るそうです。養蜂、農業、土木の経験者が団
体の中にいらっしゃって、それぞれの特性を
生かして里山の維持管理を行っているという
ことです。
　一方、数百メートルのところに富谷市立富
谷中学校西成田教室というのがございまし
て、2024年1月現在で18名の生徒さんが在籍し
ていました。授業の一環として、2022年から
1年間に12回、SCRさんの里山フィールドへ
通って様々な活動を行ったというようなこと
です。
　不登校の子というのは、私も前職で関わっ

里山活動に養蜂が加わることでの
相乗効果

たことがあるんですけれども、なかなかコ
ミュニケーションをとるのが難しいもので
す。やはり、SCRさんたちのお話を伺っても、
始めはほとんど話をすることも顔を上げるこ
ともなく、というようなことだったんですけ
れども、その12回の活動を通して、蜜源植物
を一緒に育てたり野菜や果物を育てて収穫し
たり、巣箱に絵を描いてもらったり（資料02）、
そういうことを重ねていくうちに、だんだん
だんだんと明るくなっていって、団体の方た
ちと仲良くコミュニケーションがとれるよう
になったと。私が行ったときは「本当にみん
な不登校の子なの?」みたいな、すごく明るい
印象だったんですね。
　今では生徒さんたちは花にミツバチが来て
いるのが気になるようになったり、防護服を
つけて巣箱から蜜のたまった巣脾を取り出し
たり。なかなか初めての方たちには恐ろしい
ハードルの高いことなんですけれども、そう
いうことを率先してやるような子たちも中に
は出てきたようです。皆さんコミュニケー
ションがとれるようになってきて、明るく楽
しそうに声を掛け合いながら作業をするよう
になって。そういうことを考えた時、やはり
ミツバチというのはおそらく始めは怖い存在
だったと思うんですけれども、蜂蜜を上手に
使いながら、蜂蜜おいしいな、ミツバチを見
る、蜂蜜おいしいな、みたいないいイメージ
がだんだんついていく。そういうふうにコ

ミュニケーションを深めていくところで、だ
んだんだんだんと理解が深まったのかなと推
察されます。

里山活動に養蜂が加わる意義

　そういった事例だったんですけれども、こ
のことを元に里山活動に養蜂が加わる意義に
ついて考えてみたいと思います。里山活動と
いうのは環境保全の一環ですけれども、これ
に養蜂が加わると、やはり自然の循環、花粉
の交配があって、新しい実ができて、種が落
ちて、そして次の芽が出るというような自然
の循環というものに理解が深まっていく。そ
れから、だんだんだんだんミツバチに興味が
わいてくると、花が気になるものですけれど、
その花に来る他の虫たちもだんだん気になっ
てくるものなんです。そうすることで、ミツ
バチだけではなくて、他の生物にも興味が広
がってくる。そして、いろいろな虫が花に集
まる中で、ミツバチは自分が関わっている動
物ですから、「うちのミツバチ」みたいな感じ
で親近感というのが生まれてくるわけです。
だんだんそういうふうに親近感がわいてくる
と、「作業しに里山に行く」というところか
ら、「ミツバチに会いに里山に行く」という感
覚に変わってくるわけなんです。いわゆる「動
物介在活動」の利点かと思います。
　その里山活動もそういうふうになってくれ
ば、「じゃあ、育てる植物は何にしようか」と

資料01 資料02
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いったときは、「できるだけミツバチが喜ぶも
のにしようよ」とか、畑で使う農薬に関して
も、「やっぱりミツバチに優しい薬を選ぼう
よ」とか、そのミツバチを飼っただけで里山
活動というのが大きく変わっていく、影響が
ある。里山活動に広く影響を及ぼすというこ
とが言えると思います。

ミツバチが果たす役割

　里山活動でミツバチが果たす役割というこ
とについて考えたいんですけれど、里山活動
でミツバチが果たす役割はどんなものがあり
ますか。一つには生産物の提供ですよね。蜂
蜜がとれる。蜜蝋なんかもとれる。もう一つ
もすぐに浮かぶでしょう。送粉者としての働
き。これは例えばメロンを作っていれば、形
がよくなるもんですよ。イチゴを作っていれ
ば実りも形も良くなりますし、ブルーベリー
なんかてき面です。ミツバチを飼うと。そん
な実感があるかと思います。
　その他にミツバチが果たす役割として、多
様な作業の創出。例えば、里山活動だといろ
んな体験をされに来る方もいらっしゃるかと
思いますけれども、ミツバチに関わる作業っ
ていうのは、土づくりから始まって、蜜源植
物の植栽や養蜂、その後の採蜜、それを商品
化をしていくことだったりとか多様な作業
が、ミツバチを飼うこと、養蜂を行うことに
よって創出されていきます。

　そして、その活動の宣伝広告としての効果
も出てくるわけです。団体の中で、ミツバチ
を飼っていてミツバチを飼っているというこ
とを旗印にしない団体は多分ないんだと思い
ますね。皆さん大体、「ミツバチ飼ってます」
と旗印にして、広告としても十分な効果が出
てくる。
　それから、先ほどから言っていますように、
いわゆる動物介在活動であったり、動物介在
教育としての教材としての役割というのも、
特に子供たちが関わる部分に関しては非常に
大きなものがあるかと思います。
　そしてもう一つ、これは気づきにくいので
すけれども、他の生物の食料としての役割が
ミツバチにはある。小型昆虫、肉食昆虫だっ
たり、鳥だったりとか。最近、鳥が減ってき
たというニュースがありました。スズメがだ
んだん減ってきたと。あれもおそらく虫が
減ってきていることが原因じゃないかと言わ
れていますけれども、他の生物の食料として
の役割というのも実際にはミツバチというの
はあります。ですので、ミツバチを飼うこと
によって、もしかしたら鳥の数が増えたりと
かいうことも起こってくると思うんですね。

動物介在教育の効果

　動物介在教育で期待できる効果についてお
話したいと思います（資料03）。ミツバチの自
然界での役割や循環を学ぶ、それから群れの

中での役割や振る舞い、これが巣箱の中での
働き蜂を観察することによってわかる。働き
蜂は文句も言わずよく働いている、でも、巣
箱の端っこでサボってじっとしているハチは
いるわけですよ。でも、そのじっとしている
ハチを責める働き蜂は誰もいないんですね。
掃除だったり採蜜だったり、自分たちでやる
べきことをやっているという、そんなことを
見ながら学んでいくということもあるかもし
れないです。そして、ハチというのも初めて
見る時はただの怖い存在かもしれないですけ
れど、回数を重ねて同じ巣箱に通っていくと、
例えば、養蜂場だったらいくつか巣箱がある
かもわからないですね。そうすると、その巣
箱ごとの性格の違いなんていうのも見えてき
たりするわけです。そうすると、愛着ってい
うのが湧いてくるんですね。「うちの子たちは
いつもおとなしい」「本当に可愛い」みたいな
感じで愛着が生まれて、喜びを感じるんです
ね。
　また、動物介在活動でよく言われますけど
も、他人との会話がしやすくなる。シャイで、
なかなかコミュニケーションをとりにくい私
なんかもそうですけれども、初めて会った人
と顔を見て会話をするのはなかなか苦手なも
のです。蜂を挟みながら、蜂の方に目線を落
としながらお互いに、「かわいいね」「そうだ
ね」とやってると、会話が非常に楽にできる
ようになるということです。

　そして、愛着が生まれれば、慈しみの心が
生まれるものです。蜂、最盛期で4万匹くらい
いるわけですけれども、それを潰さないよう
に一生懸命そっと動かしたり、脅かさないよ
うにそっと動かしたりとか、ハチの気持ちに
なって生きるというんですか、慈しみの心と
いうのは育まれていくものです。
　また、自分がその蜂を上手に扱えたとする
と、今までは怖くて、なかなか普通の人は近
寄れないと思ってたものに対して、「俺、すご
くね、俺」みたいな感じで、やっぱり喜びと
誇り、自信につながっていくということが言
えるかと思います。

リスク管理は不可欠

　今、いいところばかりを言いましたけれど
も、リスクというのもあるんですね。これ、
すごく気をつけないといけないところで、今
日私がこの話の中で一番したいところでもあ
ります（資料04）。
　主なリスクは、やっぱり恐怖と蜂に刺され
ることですね。今、私が「いいものだ、いい
ものだ」と言うと、もしかしたらこれを誤解
して理解した方が、「蜂はいいものだから
ちょっと来い、いいから来い」みたいに、「嫌
だよ、怖いよ」という人を無理やり連れてく
ることになっちゃうんですね。これは全然い
いことではないんです。
　恐怖心というのは、どんどんどんどん興味を

資料03 資料04
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遠ざけてしまう、効果を最も遠ざけてしまうこ
とになります。人によって恐怖心というのは全
然違うものです。俺は怖くなくても、相手は怖
いかも分からないわけです。相手がもしも怖
がっているようだったら、それを尊重して、怖
くないぐらいの距離感を持って活動に参加し
てもらったり、絶対に無理をさせないというこ
とが非常に重要になってきます。
　それからもう一つは、やはり何と言っても
ミツバチに刺されることですね。もともとミ
ツバチは自分の巣を守るために、ほ乳類に対
して激痛を与えるような毒を出すんです。た
だ針で刺したってそんなに痛くないんだけれ
ども、ハチの毒というのは本当にもうやる気
を失う。私でも2分ぐらいやる気を失います。
そのくらいの激痛なものですから、人によっ
ては突然のショックになって、ふらふらと
なっちゃうこともあるかもしれないです。ま
た、アレルギー反応が出ることがあるんです
ね。アナフィラキシーの場合だと、5分から10
分ぐらいで気を失ってしまうなんていうこと
もあり得る話です。
　刺されないようにというのは、服もそうで
すし、巣箱に行く前の段階で、じゃあどうい
うことをすると刺される可能性が高くなる
か、逆に言うと、どういう風にすると刺され
にくくなるんだという打ち合わせをよくし
て、スタートさせるということが非常に重要
になる。リスクについての理解を共有して、

慎重に計画的に準備をする。いくら準備して
も、万が一刺されてしまうことがあるかもし
れないですから、事前に空いてる病院はどこ
か、そこではアナフィラキシーになったとき
に対処してくれるのかどうかを調べて連絡先
も用意する。絶対にそんなことにはならない
ようにしなきゃいけないんですけど、万が一
の準備をしてから活動するというのは重要な
ことだと思うんですね。
　注意点としては、（1）防護服の適切な装着

（2）ミツバチへの接し方について十分な理解
を得る（3）養蜂に精通した人に上手にガイド
してもらう（4）万一、刺された場合の対処も
事前に確認共有しておく（5）病気とかのトラ
ブルを抱えてない蜂群を選ぶ――ということ
です（資料05）。
　事前に日程を決めてしまうと、この群でや
らなきゃいけないっていうことがあるかもし
れないんですけれど、特に秋口でダニが増え
て来るシーズンだとダニが増えてくれば蜂も
荒れますから、そのような群ではやらないよ
うにするというのも重要なのかと思います。
蜂群に熟知した専門家のサポートを受けて、
蜂群に過度なストレスをかけないということ
も大事です。

ミツバチに動物の福祉を

　過度なストレスという話から、動物の福祉
から養蜂を考えるということをお話しします

（資料06）。「動物の愛護及び管理に関する法
律」で愛護動物というものが指定されている
んですけれども、それにミツバチは含まれな
いわけです。ただ、その動物の愛護及び管理
に関する法律自体の趣旨には生き物としての
動物としてミツバチを否定するものは何もな
いですね。その法律というのは、全体として
はミツバチにも有効と思います。
　ミツバチに関して、動物の福祉をどういう
ふうに守るのかといっても、実際にミツバチ
が受けるストレスについては評価が難しい。
犬だと、唾液でストレスを感じている、感じ
ていないことが評価できるんですけれども、
ミツバチの場合、そういうものが確立してい
なくて、科学的にミツバチがどの程度ストレ
スを受けているのかというのはわかりにくい
ところではあります。ただ、養蜂をやってらっ
しゃる方ならわかりますけれども、ストレス
がかかってくるとだんだん攻撃的になるの
で、そういうところから推察するというのが
現時点でのことでしょう。
　では、その動物の福祉をミツバチに対して
考えなきゃいけないのかどうなのかという
と、結果的には考えるべきものです。それは
ミツバチが家畜であるということ、それから、
動物の愛護及び管理に関する法律の全体の趣
旨、「生き物に対して命を大切にしよう」とい
う趣旨を勘案しても、科学的になかなか当て
はめるのは難しくても、動物福祉の5つの自由

に関してはミツバチは少なくとも考えていか
なきゃいけない。
　（1）飢えと渇きからの自由:これは蜜源が
ちゃんとあるかな、ハチミツが実際にもう巣箱
の中にいなくて餌切れになるようだったら、
ちゃんと給餌しなきゃいけないよとかです。
　（2）不快からの自由:巣箱を置く場所や衛生
管理とかです。
　（3）痛み、負傷、病気からの自由:ダニがあ
まり広がらないように管理しなきゃいけない
ということもあるかと思います。
　（4）恐怖、抑圧からの自由:あまりストレス
かけちゃいけないよとかです。例えば、何に
も教育していない子どもたちがわ~ っとなっ
て、ガチャガチャガチャといじれば、ミツバ
チもすごいストレスがかかるのは明白なこと
ですから、そういうことに関してはやっぱり
考えていかなきゃいけない。
　（5）自然な行動をとる自由:ミツバチは自由
に飛んでいますから、巣箱の移動の時だけ、
閉める時間をできるだけ短くするとか、そう
いう程度のことですけれども。こういった動
物福祉に関しても配慮しながらやっていくの
がいいのかなと思います。

里山活動での養蜂、多面的価値引き出す

　まとめですけれども、里山活動で養蜂を実
施することで、里山活動の幅がとても広がる。
それから福祉と養蜂との化学変化。本当に養

蜂の多面的な価値を引き出すことが
できる。それから、動物介在活動とし
ての側面や教育的意義など、相乗効果
と言えると思います。その一方で、リ
スク管理は入念にして、人にもミツバ
チにも優しい活動をしましょう。

資料05 資料06
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養蜂　「難しい」から「簡単」に

　今日は「やさしい養蜂」というテーマでお
話をさせていただきます（資料01）。
　実は私、7、8年前に高安さんから、障害者
の方に養蜂を教えてくれと頼まれたんですけ
ども、その時は「養蜂は非常に難しいんだ、
だからそんなもの無理だよ」、とお断りしたこ
とがあります。ただ、実は沖縄でやっている
んだよということで、「それを見に行かない?」
と誘われ、沖縄に行きたいばっかりに高安さ
んに付いていたんです。そこからちょっと関
わるようになっていきました。

有限会社春日養蜂場
代表取締役

春日住夫 Kasuga Sumio

　最初は難しいなと思っていたんですけど、
そのうち、障害者の方にどうやって教えるの
かとずっと考えてやってるうちに、まあまあ
難しいかな、みたいな感じになったんですね。
さらに最近、ここ2年ぐらい、実は養蜂という
のは易しい、簡単なんだということに気づき
ました。今日は人にもミツバチにも優しくと
いうお話をしていきたいと思います。
　春日養蜂場の春日と言います。岐阜県から
来ました。垂井町、関ヶ原町という2つの町で
構成されている不破郡というところです。こ
こで養蜂をやってます。
　飼育群数が採蜜群が280群、1カ所40群置い

やさしい養蜂のはじめ方について て7か所ということでやってます。で、1日1カ
所回ると、7日間1週間かかります。雨も降っ
たりするんで、大体9日以内で回っていくみた
いな感じでやっています。

養蜂家からの干渉を最小限に抑えた養蜂

　それで、このやさしい養蜂とは何ぞや、と
いう話になるんですが、「養蜂家からの干渉を
最小限に抑えた養蜂」ということになります。
つまり干渉しないんです。どちらかというと、
ミツバチ任せというような感じになります。
　それはなぜかというと、ミツバチは自分た
ちで生きていけるんです。はっきり言って、
放っておいても大丈夫なんですが、人に都合
の悪い、養蜂家にとって都合の悪いことがあ
ります。分蜂なんか、逃げていっちゃうので、
これはコントロールしないといけないです
ね。あと、外敵から守ってあげる。ミツバチ
ヘギイタダニとかスズメバチだとかクマです
ね。こういう外敵から守ってあげる必要があ
ります。
　「養蜂家からの干渉を最小限に抑えた養蜂、
なんだそれ?」みたいな感じですが、まずミツ

バチから見た養蜂家を考えます。
　養蜂場へ行って、蜂箱の蓋を開けます。そ
うするとミツバチはどうするか?　巣を守る
ために向かってきます。攻撃をしてくる。ミ
ツバチは触られたくないんです。基本的に
触ってくれるなということなんですが、養蜂
家としては触らないといけないから、触りま
す。その触る頻度をなるべく少なくするとい
うことになります。ミツバチから見た養蜂家
は「外敵」です。特に蜂児圏。育児をしてい
る場所ですね。赤い風船があります（資料02）。
ここは卵とか、幼虫、蛹のあるところです。
この場所は、34 ～ 35度くらいに保たれていま
す。ここが一番なデリケートな部分になるの
で、なるべくここは触れないようにという養
蜂になります。

養蜂の基本

　今日の話の前提なんですけれど、まず採蜜
群です。採蜜群を説明します。
　種蜂に5枚群、4プラス1 ってあると思うん
ですが、これが採蜜群の最低ラインとなりま
す。あと2番目は女王蜂の翅切り。この女王蜂

資料01 資料02
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は片方の翅を切ってあり、マーキングがして
あります。これは必須条件になります。
　巣枠の間隔なんですけど、ビースペースは
8ミリ。これは実はあんまりこだわってなく
て、標準箱という箱があるんですが、そこに
10枚入るというのが条件になります。これが
9枚しか入らない巣枠があります。そういうの
は10枚入るように直すことになります。雄蜂
の巣房はさっさと廃棄してください。使わな
い。基本的にこの下のところに雄蜂ができて
るぐらいで、あとは働き蜂の巣房になるよう
な巣を使っていきます。あと、養蜂場は2か所
以上が必要です。

ミツバチの1年

　では、簡単なミツバチの生態を説明します。
卵から成虫になるまで働き蜂が21日、3週間。
これだけ覚えてください。これはもう絶対に
覚えておいてください。
　これからミツバチの1年について話をしま
す。
　今、2月です。これから蜂がどんどん増えて

いきます。ここで分蜂、巣わかれをするとい
うことですね。半分出て行ってしまいます。
ここでまた新しい女王蜂が誕生して、また増
えていきます。で、ここ（資料03の図の赤線）
にピークがあります。この後、右肩下がりで
下がっていきます。これがミツバチの1年なん
ですね。このピークは、大体7月20日ぐらいで
す。ちょうど子どもたちが夏休みになるころ
です。そこからはもうミツバチは増えない、
右肩下がりで減っていくと覚えてください。
で、そのきっかけとなるのが何かというと、
夏至です。6月21日が夏至になります。夏至を
過ぎると日が短くなってくるということで、
ミツバチも秋、冬が来るんだなという感じで
産卵を少なくしていきます。

「やさしい養蜂」の1年

　やさしい養蜂の1年の話をさせていただき
ます（資料04）。
　先ほど、蜂児圏をすごく大切にしますよと
いう話をしました。種蜂、4枚の蜂児がありま
す。これが6枚になったら継箱をかけます。下

は空の巣が10枚です。それを放っておくとど
うなるかというと、ミツバチが増えます。さ
らにどんどん増えてくると、王台ができます。
その王台を潰していきます。これは毎週やる
作業なんです。それで、2段いっぱいにミツバ
チが増えたら、女王蜂を交代する。新しい女
王蜂に変える。新しい女王蜂が産卵を始めた
ら、ここで育児をさせる。ここに隔王板をは
さみます。隔王板というのは、ここから上に
女王蜂がいけないようになっています。つま
り、下だけで育児をする。まだ蜂児がありま
すが、これはだんだんなくなって、蜂蜜だけ
になります。
　ハチミツは、5月末に末に採蜜します。6月
末もいただきます、7月が最後の蜜になるかと
思いますが、これもいただきます。もう蜜は
終わっているので、隔王板も外します。ここ
に蜂児が残ります。秋に向けて減り、冬に産
卵が止まります。そして春になり最初に戻っ
てくることになります。基本的に何か操作し
てるかというと別にしていない。難しいこと
はしていないと思います。

継箱の仕方

　じゃあ、ちょっと深堀します。
　継箱の仕方なんですけれど、皆さんどう
やって継箱してますか。ちょっと頭に浮かべ
てください（資料05）。このやさしい養蜂のや
り方は、下に空巣を10枚入れて、上に蜂児を
そのまま入れます。さっきも説明したのです
が、蜂児はすごいデリケートな部分なので、
ここはあまり形を変えないように上に上げま
す。
　上段に巣が6枚入っています。内検するのは
この6枚だけ。王台はこの6枚にしかできませ
ん。他の巣はできない。だから内検するのも
これだけで、非常に枚数が少ないので管理が
しやすくなります。
　プラス2 って書いてあるんですが、新しい
巣をあと2枚追加します。これは新巣です。
真っ白いできたばっかりの巣を使うのです
が、そこには産卵しないんです。そこは蜜を
貯めてくれる。ちょうど桜の花ぐらいの時に、
その新巣2枚に桜の蜜、桜系の蜜が入ってくれ

資料03

資料04

資料05
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ます。その2枚を絞るということができます。
この時点で隔王板をかけていると、そういう
蜜が採れないと思います。

内検

　内検は、見ているのは先ほどの6枚ですね。
卵とか女王蜂は見ていないです。基本的に幼
虫を見ているということになります。（巣枠
を）上げて、幼虫あるなと。それで、下を見
て王台がなければ、もうこれで内検は終わり
という形になります。王台ができている場合
は、王台を潰します。それで、ミツバチを増
やしていくということになります。内検の間
隔は1週間以内ということになります。9日ま
では大丈夫なんですけど、10日間隔が空いて
しまうと分蜂されます。ですから、基本的に
は毎週曜日を決めて、日曜日に内検するんだ
よというやった方がうまくいくと思います。

王台潰し

　先程、王台潰しと言いました。王台潰しを
して、継箱2段にミツバチがいっぱいになった

ら女王蜂を交代します。それで、2段箱がいっ
ぱいのミツバチになるとどうなるかという
と、内検が非常に大変になります。巣枠にミ
ツバチがいっぱいついてる。見るのが大変な
のでどうするかというと、軽く払うんです。
このやり方だと2段上にかかってるんで、下に
ミツバチがおりるので非常にやりやすくなり
ます。単箱だと払ったらミツバチが行くとこ
ろがないので溢れ出んです。そうすると作業
が大変になります。
　ここに王台があるんですが、実はもう1個王
台があるんです（資料06）。こういうのはよく
見落とします。ですので、ミツバチを軽く払っ
て見ることが必要になってきます。

女王蜂の交代

　女王蜂をどうやって交代させるのかという
と、旧女王蜂をつまんで、ぽいっと抜けばい
いんです。王台が残っているので、王台を1個
残して。そうすると、新しい女王蜂が誕生し
ます（資料07）。
　今、女王蜂をぽいって言いました。これは

もったいないので、どうするかというと、ミ
ツバチの付いた蜜巣を抜き出して、別の場所
で飼育します。そうすると、11月には3倍ぐら
いになります。
　新女王蜂が誕生すると、もう王台はできま
せん。分蜂しません。だから、内検もしなく
ていいような状況になる。ただ、内検しなく
てもいいといっても、2週間に1回ぐらいは見
てあげてください。「いや、分蜂するんじゃな
い?」って思う方がいるかもしれないんですけ
れど、心配だったら翅を切っておけばいいで
すからね。
　隔王板は、新女王蜂が誕生して初めて使用
します。今、日本の養蜂では、継箱をかける
時に隔王板はセットだという感じがありま
す。本を見てもYouTubeを見てもそうなんで
すけど、隔王板は採蜜の道具だという形で
使っていただきたいなと思います。

採蜜

　これがハチミツを搾ってるところですね
（資料8）。基本的にハチミツがたまるのを待

つだけという形でやっていきます。これは実
は、作業所でやっているんですね。エアコン
がかかっているんです。ミツバチはいないで
しょ ?　いませんよね。ということは、刺さ
れるのが怖い人でも作業ができるんです。だ
から、福祉事業所なんかだと、養蜂担当者は
内検はしますけど、ハチミツを採るのは他の
方もできます。このあと、遠心分離器で絞っ
てハチミツを採って、瓶詰めして売るなり、
加工して売るなりします。
　包丁で切ってますが、落としているのは蜜蓋
といいます。これは蜜蝋でできています。この
蜜蝋からロウソクとかハンドクリームとか、そ
ういうものを作ることができます。そういうも
のを作るのは他の利用者さんでも可能です。
　この蜜巣はイベントに持っていくと非常に
好評です。また、ハチミツ絞り体験で、蜜蓋
にスプーンを突っ込んでみんなに食べてもら
うと、皆さん非常に喜んでいただけます。

ダニ対策

　女王蜂を2週間隔離をします（資料9）。一

資料06

資料07

資料08

資料09
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般的には3週間隔離すると有害蜂児がなくな
るんですが、2週間でも実はなくなります。こ
のタイミングで「アピバール」を入れていく
という形ですね。
　で、この薬をいつ入れるかというのは
ちょっと決まっていないというか、隔離した
ときに入れるのか、隔離後に入れるのか、こ
の辺はまだ決まっていないというか、考え中
という感じになるんですが、私は隔離1週間
後にとりあえず入れてみたという感じにな
ります。
　説明するのを忘れたんですが。蜂数はもう
右肩上がりでここまで増えていき、ここから
下がるという話をしましたよね。ダニはもう
ずっと上がっていってしまうんですよね。そ
うすると9月、10月に大きな被害が出るという
ことになります。
　ですので、いったんここで叩いておくと、
何とか乗り切れるんじゃないかなと思ってい
ます。去年はこれでうまくいって、今年は結
構蜂数がちゃんと残っているんですが、本当
に来年同じことをやっても残るかどうかとい

う保証はちょっとないです。もう一回、11月
中旬にやってみたいなと思っています。11月
中旬に女王蜂を隔離する。この頃に隔離をし
ても蜂児自体が小さいですし、ミツバチに対
してそんなに大きな影響が出ないので、この
辺で隔離をし、またダニ薬を入れて徹底的に
叩きたいなと今は思っています。

蜂蜜販売

　種蜂、5枚群。大体これで私のところだと50
キロぐらい（蜂蜜が）採れます。去年は70キ
ロちょっと切れたぐらいで、結構豊作気味に
採れました。たくさん蜂蜜を採れると当然売
ります。その時にいろんなルールがあります

（資料10）。
　どうすればいいのかというと、実はちゃん
といいテキストがあります。それは「養蜂
GAP」です。皆さんの手元にあるこの養蜂
GAPに全て書いてあります。書いていないの
は、ハチミツの販売方法ですね。2つあって、
B to B（Business to Business） とB to C

（Business to Consumer）。B to Cは直接販売、

お客様に売るというやつですが、これはなか
なか難しい。販売するためのスキルが要ると
いうことと、すぐに売れない。すぐファンが
できるというわけではないので、時間がかか
ります。時間がかかってもいいんですけど、
お金は回さないといけないので、最初はB to 
Bの卸販売になっていくかと思います（資料
11）。
　実は私、25年前にバイヤーをやっていまし
た。蜂蜜の買い付けをやっていたことがある
んです。その時は養蜂家さんから買ってくだ
さいとか言われなかったので、こちらから行
かないといけなかったんですけど、その時に

「売ってくれませんか」と養蜂家さんのところ
に行きます。それで、蜂蜜の糖度とか味とか
を見ます。その時に、その蜂蜜に餌が入って
いるかもしれない。
　あと、変な薬が入っているかもしれない。
でも、それは見分けがつかないので、どうす
るかというと、養蜂家さんと話をして、この
人はどういう人なんだ、信頼できる人なのか
というようなことを、聞き取り調査みたいな

ことをします。また、養蜂場に行ったり、作
業場を見せてもらいます。そのときに汚い養
蜂家さんいるんですよ。そうすると、さすが
に「ごめんなさい」と。ハチミツの見た目は
いいんだけど、「ちょっとごめんなさい、買え
ません」みたいな感じになります。
　それは昔の話だったんですが、今、私がま
たバイヤーになったとした時にですね、「養蜂
GAPやっていますよ」「チェックしてますよ」
と言われると、おっ、と思います。「二者監査
受けてます」と言われたら、すごいなと思い
ます。「第三者認証を取りました」となれば、
蜂蜜持って帰ります。というぐらいね、養蜂
GAPをやると信頼度が上がります。ですの
で、ぜひ養蜂GAPを取り組んでいただきたい
というふうに思います。
　今日お話しした「やさしい養蜂」について
は、YouTube チャンネル「蜂ちゃんねる」で
やってます（資料12）。3月から大体毎週動画
上げてますので、よかったら見てくださいね。
　ご清聴ありがとうございました。

資料10

資料11

資料12
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職業指導員

豊田一朗 Toyoda Ichiro 

事業所概要

　NPO法人「スマイルベリー」の職業指導員
をしております豊田一朗と申します。
　スマイルベリーの概要をお話しします。静
岡県浜松市浜北区で、障害者就労継続支援A、
B型の多機能施設を営んでおります。利用者
数がA、B合わせて30名前後います。A型は。
2年前ぐらいにオープンした「Naturest」（ナ
チュレスト）というカフェ事業と清掃に関
わっています。B型は、自分が職業指導員を
担当し、農業と養蜂、それから農家応援の農
福連携をやっています。

支援員の作業

　養蜂作業は現在、指導員1名、利用者さん2
名の3名でやっています。
　支援員の作業内容は、養蜂着を着て、養蜂

の道具を利用者さんと一緒に運搬をし、内検
をして産卵とか女王蜂を確認しています。次
に利用者さんへの声かけです。このタイミン
グで煙をかけてくださいとか、ムダ巣の清掃
をお願いしています。

利用者の作業

　次に、1人目の利用者さんの作業を解説しま
す。
　まず養蜂着を着たら、養蜂で必要な道具を
出してもらいます。黄色いコンテナの中に、
燻煙機やバーナー、麻布、ハイブツールなど、
現場で使う道具をまとめてあります。
　燻煙器の煙を起こしてもらいます。最初は
火を使うので危ないかなと思っていたんです
けど、注意するところを注意してもらえれば
事故は起きないので、丁寧に教えて、今は完
全に任せています。「燻煙器の準備をお願いし
ます」という一言だけで、自分で麻布を巻い
てバーナーで火をつけて、煙を起こすところ
までやってくれています。最初の方は、「この
辺に煙かけてください」と指導してたんです
けど、時間が経つにつれて自分でタイミング
が分かってきてくれ、僕が特に言わずとも、

「今ちょっと必要そうだな」「ハチが落ち着い
ていないな」というのを判断して煙をかけて
くれるようになりました。

　最後に煙を消す。ワインコルクの先端を
削って、ぽんとさせば片付く。今までは養蜂
場の近くにあった草を採ってきて、それをさ
して消火に使ってたんですけど、作業も増え
るし、火が消えづらいというのがあり、ワイ
ンコルクに変えたら、作業も一瞬で完了しま
した。
　もう一人の方の利用者さんの作業は、養蜂
着を着て、養蜂の道具を運搬します。これは
水を張って刷毛を入れています。養蜂作業中
は、蜜が手袋についてヌメヌメして、巣枠と
かが滑るので、バケツの中で手袋を洗うと、
きれいになって滑りにくくなります。あと、
巣枠を持つという作業を追加しました。ただ
持ってるだけで、支援員が内検して、産卵と
かを見ます。流蜜期の枠は重いんです。それ
を自分で反転させて見るのは変だったので、
利用者さんに持ってもらうことで、内検に集
中することができるようになります。重いと
だんだんと疲れてきて集中力が低下してしま
うので、巣枠を持っていてもらうだけですご
く助かっています。
　次にムダ巣の処理です。これはハイブツー
ルで削ってムダ巣をなくして、作業しやすい
ようにやってもらっています。1つ目の内検が
終わって、2つ目の箱に移動する時に、もう一
人の利用者さんに巣箱の蓋を閉じてもらうこ
とでかなり作業がスムーズになってきまし
た。最後、忘れ物がないか養蜂場でチェック
してもらっています。

配慮したところ

　作業中に配慮した点は、今までは立ちなが
ら内検などをしていたんですが、暑い時期の
作業はすごく体力をもっていかれるので、椅
子を使ってみました。かなり体勢も楽になり、
集中力が途切れづらくなったので、これから
も座りながら作業し、負担のない形でやって

いけたらと考えています。お風呂の椅子です
が、万が一ミツバチが入ってきておしりに刺
される可能性をなくしたいと、真ん中の穴は
塞いでいます。もう一つが、寒冷紗で日陰を
作って、暑さの軽減を試みています。
　自律神経測定器をみつばち協会からお借り
して、測定をしました。測定することで数値
で精神状態を把握できて、養蜂作業で気持ち
が安定して落ち着いてると目に見えてわかる
ので、すごく良かったと感じています。

養蜂作業に向いている利用者とは

　養蜂作業に向いてる人は刺されにくいで
す。養蜂を始めたばかりのころは刺されやす
かったです。当時は巣枠を勢い良く上げるな
ど雑に扱って、ミツバチにストレスがかかり
やすいやり方をしてしまっていて、利用者さ
んも自分もすごく刺されやすかったです。慎
重かつ丁寧に作業する人で、スピードがゆっ
くりであればあるほど、刺されにくいんじゃ
ないかと感じています。
　利用者さん2人はスピードがゆっくりです。
他の作業だと、ゆっくりな人たちは課題にな
りがちなんですけど、逆に養蜂ではすごく活
躍できる存在と気づきました。あと、動物好
きの人も養蜂作業に参加してもらえるとすご
く刺されにくく、楽しく作業できるのかなと
思います。

採った蜂蜜の商品化

　養蜂作業の中で採れた蜂蜜は、A型の最初
運営するカフェ「Naturest」で商品にして販
売しています。カヌレ、チーズケーキ、蜂蜜
レモネードには全て自社で採れた蜂蜜を使っ
ています。蜂蜜は単品で販売もしています。
もし静岡県浜松市に来た際には是非寄ってい
ただけたら嬉しいです。

活動報告❶

NPO法人スマイルベリー
静岡県浜松市
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事業所概要

　合同会社「がんばろう」の黒木と言います。
　神奈川県の県央地域で、介護施設、いわゆ
る通所、デイサービスを4カ所、就労継続支援
B型を2か所、パン屋さん4か所と和食屋さん1
カ所という状態でやっています。登録は250名
ぐらいで、1日150人ぐらいの方が来て、お仕
事をされるというところになります。

5年前に養蜂を始める

　僕らの特徴をお話しさせていただきます。
　農業は7年目なんですが、5年前くらいに市
の農政課から「ハウスをやらないか」という
ことで、ハウスをお借りしてイチゴ栽培に
チャレンジすることにしました。パン屋さん
で蜂蜜を使うために、受粉用として使えない
かということで、みつばち協会の高安さんに

活動報告❷

ガンバワーク
神奈川県大和市

連絡しました。
　ちょうど5年前の今ぐらいだったんですけ
ど、ガランとしたハウスに来ていただいて、
割と厳しい顔で「甘くないよ」と言われまし
た。作業が難しいというお話はなかったんで
すけど、「生き物だから」と酸っぱく言われま
した。（ミツバチを）あまり大切にしないとい
うか、受粉だけさせるというイメージがあっ
たのかもしれないです。来ていただいて厳し
く言われたので、会社の最重要作業の中に入
れていこうと熱心に指導していただき、今が
あります。

地域で採蜜のワークショップ

　まず介護から会社を立ち上げて、高齢者が
働く場所を提供したいと、パン屋さんや農業
をやっていく中でミツバチを育てていくこと
になりました。ミツバチを飼った時に、まず
代表と副代表から覚え、スタッフ、利用者さ
んに流していくという、長期的な目標を立て
ながらやったのが私たちの特徴です。なぜか
というと、多くの人が関わるやり方でどう
やっていかなきゃいけないかとなった時に、
多くの人が関わるには製造が一番早いという
ことに気づいたからです。
　まず地域の方々にパンや蜜蝋を知ってもら
う。地域の方が来るワークショップで採蜜し、

利用者さんも一緒に入ってもらう。このやり
方が一番上手にできたやり方、地域に根付い
たやり方でした。ワークショップに来る地域
の方が、私たちの利用者さんがどういう活動
をしているか、採蜜することによって近くに
感じられることが良かった点の一つだったと
思います。
　団地活動も得意で、公園を中心にした団地
の中に畑を入れるプロジェクトがあり、そこ
に養蜂場を入れさせてもらいました。両方を
通じて地域とつながることができた。それは
採蜜体験が大きな役割を果たしたように感じ
ます。ガラス張りの中に一群だけの巣枠を
持って行って、「これが女王蜂だよ」と子ども
に教えたり、そういう活動をしていく中で、
地域と連携できるようになりました。

若年性認知症の利用者とミツバチ

　デイサービスの中での一番の課題は、若年
性の認知症の方です。行き場がなく、本人に
合った介護施設がない。認知症の方は、工賃
より地域に戻りたい、社会参加したいという
思いがとても強いんです。養蜂は私たちもま
た不慣れだし、地域も不慣れ。そういうもの
を地域の中で一緒にやっていくというのがや
りやすかったです。
　あとはワークショップの中で、採蜜のほか
に蜜蝋を使ったパックやろうそくなど色々な
ものを作ることもできますし、パンの中にい
れるのは当たり前になります。そういう活動
を通して、私たちが搾った蜂蜜をパン屋さん
に買いに行くイメージもついて、地域の方が
ハチを通じて私たちに近寄ってくれることが
増えたのがものすごく良かった。

「農福地域連携」がやりたい

　利用者さんは何人か入ってきたんですけ
ど、（ミツバチは）危ないっていう認識が強

い。刺されたら怖いというイメージがあるん
ですけど、逆の効果もある。3・5ヘクタール
ぐらいの畑の中に10人行くと、孤独や恐怖を
感じる。それで、挨拶が増えるんですよね。
山登りに行く人はわかると思うんですけど、
ハイタッチしたり、「上でなにあったよ」とか
声を掛け合う。これは、危ないところに行く
から声を掛け合うという効果みたいです。
　ハチも同じで、最初は怖いって言うんです
けど、年下の後輩が入ってくると、「大丈夫だ
よ」「怖くないよ」と声掛けができるように
なったり、「こうしようよ」と教えたりするよ
うになります。作業の中では「大丈夫だよ」っ
て伝えることが一番多い。だから、僕らは蜂
蜜が美味しいとか蜂蜜が採れるっていうのを
最後の目的にしています。
　「農福連携」と言いますけど、人と繋がる、
地域と繋がる「農福地域連携」を僕らはやり
たい。その地域連携の中に蜂蜜はとても貢献
してくれている。利用者さん同士もそうです
けど、恐怖を通じてお互いが連携を取りなが
ら活動できるミツバチはとてもいい。

養蜂のメリットは膨大

　これからミツバチを飼いたいという方も多
いと思うんですけど、決してそんなに難しく
はない。むしろメリットは膨大にある。利用
者さんに対するメリット、福祉が地域に根付
くメリットはとても大きいと私たちは強く感
じています。それも、みつばち協会さんが丁
寧にご指導いただいたり、何度も何度も足を
運んでいただいたりして、やっと根付いてき
たという感じになります。
　今後もいろんな活動を通じて地域に連携し
ていく中の一つにミツバチがいることは間違
いないと思います。

代表

黒木啓之 Kuroki Hiroyuki
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事業所概要

　今日は西成田教室の活動報告をさせていた
だきます。
　NPO法人SCRを2012年に立ち上げ、森を守
る活動をしていました。その数年後に地域の
米の納屋小屋にニホンミツバチが自然巣を
作って、それを保護するところがミツバチを
飼うきっかけです。
　現在の主な事業は、（1）まちづくりの実践

（2）自然豊かな人とミツバチにやさしい環境
を目的とした休耕田を活用した里山づくり

（3）富谷市の新たな特産品づくりとして「富
谷はちみつプロジェクト」――の3つです。
　今日は里山再生の「みつばちの里」につい
てお話します。

活動報告❸

富谷中学校成田教室と
NPO法人SCR
宮城県富谷市

「みつばちの里」と西成田教室

　ここが私たちがミツバチのために蜜源作り
や蜜源の野菜などを作っている「みつばちの
里」の入り口です。クマが目印です。2018年
からミツバチの住みよい環境づくりを目的と
して活動しています。この0・5ヘクタールの
休耕田には、ニホンミツバチとセイヨウミツ
バチが共存しています。
　令和4年4月、ここから200メートル先に新た
な学びの場、不登校特例校「西成田教室教室」
ができました。西成田教室は、里山の環境を
活かした教室をコンセプトに少人数制で開講
しました。地域の人たちと過ごす「総合的な
学習の時間」があると聞き、私たちも何かで
きるのではないかとご相談させてもらったの
が始まりです。

目も合わず、途中で帰る生徒も

　初めて会った時、子どもたちはとても緊張
していました。目を合わす子どももいなくて、
途中で帰っちゃう、泣き出すなど、私たちの
思っている以上の初対面を迎えました。「かわ
いい子にはいろんな体験をさせようよ」とい
うことで、「みつばちの里」見学から慣れても
らいました。ヒマワリを植えたり、蜜源とな
る野菜を植えたり、一緒の時間を過ごすこと

を目的に1年目は過ごしました。
　最初はこちらから話をしても返答も返って
こなかったんですけども、2年目ともなると慣
れ、少しずつ質問も出るようになり、声を出
さなかった子どもが声をかけてくるようにも
なりました。

巣箱作り、蜂蜜の瓶詰め体験

　令和6年も4~11月、1回90分で全12回の体験
授業を行いました。オリエンテーションから
始まり、野菜を作ったり、蜜源の花を植えた
り、竹をみんなで切ったりし、大好評だった
野点もやりました。
　今年は花植えの鉢植えから作りました。思
い思いに好きな色を使って鉢植えに塗装をし
たり、絵を描いたり。ずらりと並んでいるも
のが完成したもので、子どもたちも思い思い
に楽しく作っていたのが印象的でした。
　去年はみつばち協会より寄贈いただいた沖
縄のミツバチが生徒たちのもとにやってきま
した。オリジナルの巣箱を作ろうということ
で、思い思いに好きな絵を描いてもらって、
オリジナル巣箱が出来上がりました。作業と
しては、届いたミツバチを巣箱に入れ替えた
り、採蜜体験をしたりしました。去年初めて、
瓶の詰め替え体験も行いました。蜂蜜が生産・
販売される一連の流れを知ることができ、子
どもたちも真剣に取り組んでいました。蜜蝋
作りも行って、こんなふうに商品化できると
いうことも学べたと思います。

「他の人と協力する作業が楽しい」

　作ることが好きな子が多くて、「蜜蝋クリー
ムとかまた作りたい」という声が多くありま
した。前年度と比べて、出席率も高くなりま
した。上級生を中心に最初からすごくいい雰
囲気が作られていて、笑顔や会話がとても多
くなったと思います。

　特に、子どもたちが巣箱にペインティング
をしたり、花植え用のバケツに思い思いの絵
を描いたり、私たちの想像を超える個性が光
るものができたことに感動しました。
　アンケートでは、「他の人と協力する作業が
楽しい」「人とのふれあい力とかコミュニケー
ション力が上がった」というプラスの声がた
くさんあり、やっていて本当によかったと思
います。先生は「アンケートに答えることは
できないのではないか」「いい答えが返ってこ
なかったらごめんなさい」って言われていた
んですけど、思った以上に子どもたちは成長
していて、この活動を通して相手を思いやる
気持ちが出たことにびっくりされました。自
分たちも役に立つことができるという自信が
出たのでは、と先生たちとお話していました。
　子どもたちが私たちに感謝の言葉の色紙を
プレゼントしてくれてすごく嬉しかったし、
生徒たちがつくったおもてなしの収穫祭にも
呼んでいただきました。一緒に写真に写って
いるのは今年卒業する3年生です。学校へ行け
なかった子どもたちが、西成田教室に通うこ
とで全員が卒業を迎えることになったという
のは、他の学校とは違った授業が成長や自信
につながっているのだと感じています。

今後はより自主的に

　今後の目標は、定期的なミツバチのお世話
とミツバチの生態学習、採蜜までの作業を自
主的にできることを目指したいと思います。
そして、自分たちが育てたハチさんの蜂蜜を
瓶詰めし、ラベルデザインを自分で考え、蜂
蜜販売、そして接客体験までできたら、最高
の1年になるのではないかと思っています。
　このみつばちの里は、10代から80代までの
世代間交流の場にもなっています。こういう
活動を広め、居場所を増やせれば嬉しく思い
ます。

NPO理事長

村上幸枝 Murakami Sachie
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